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３．補助事業の評価書について 

 

本会では外部の有識者による補助事業評価委員会を設置し、毎年度の補助事業の

評価を実施することとしており、この一環として下記により補助事業者の皆様には、事前･

事後・追跡の自己評価を行っていただくこととしております。 

 

 

目的 

本会が実施する補助事業に評価制度を導入し、個々の事業の実施効果を高めるとと

もに、補助事業全体の効果的かつ効率的な実施を行うことを目的とし行うこととします。 

個々の事業評価については、補助事業者が自己評価することを基本とし事前評価に

より目的、必要性、目標などを明らかにし、事後評価により目標の達成度、事業実施の際

の効率性等の評価を行います。また、補助事業の成果が社会・経済に及ぼした効果等に

ついては、１～２年、場合においては、それ以上経過した後に現れる場合もありますので、

成果のフォローアップを追跡評価により行うことにしています。 

補助事業者は、自己評価することにより事業に対する目標等が明確化され、より効率

的・効果的な補助事業を実施できるという効果が期待できます。 

個々の事業評価結果をもとに、本会が行う補助事業が、その目的である社会還元とし

ての有効性や、社会ニーズに合致して行われているか等、補助事業全体の評価を行い

ます。 

 

 

１．事前評価書 

本会から補助金交付の採択の通知を受けて事業を実施しようとする場合は、当該補

助事業について、本会が定める「事前評価書」にて事前評価を行い、補助金交付申

請書に添付して提出して下さい。 

  ・「事前評価書」作成にあたっては、本会が定める「事前評価書記載要領」を参照して

下さい。 

 

２．事後評価書 

補助金の交付を受けて補助事業を実施した後、本会が定める「事後評価書」にて

事後評価を行い、補助事業完了報告書に書面を添付するともに、電子データを3.5

インチフロッピーディスクに保存して提出して下さい。 

・「事後評価書」作成にあたっては、本会が定める「事後評価書記載要領」及び「事

後評価書スコアリングガイド」を参照して下さい。 

 

３．追跡評価書 

本会が行う補助金の額の確定調査時及び確定後の監査時において、事後評価後

の当該事業の成果・効果等について、本会が定める「追跡評価書」にて追跡評価を

行い提出して下さい。また、これ以降においてもめぼしい成果の波及効果等が見られ

た場合には、前記の追跡評価書において、その都度報告して下さい。 

  ・「追跡評価書」作成にあたっては、本会が定める「追跡評価書記載要領」を参照して

下さい。 
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実施者 期日

補助事業者 当該年度
4月～5月

次年度
5月

日自振

委員会 10月

3月末日

実施内容

事業評価フロー

事前評価書（補助金交付申請書に添付）

補助事業の実施（単年度）

補助事業の終了

事後評価書（完了報告書に添付）

事後評価書の審査（必要に応じて個別ヒアリング）

前年度補助事業の事後評価にとりまとめ（評価点確定）

評価委員会

評価結果のとりまとめ

追跡評価書

（確定調査・監査時）

とりまとめ

本会の補助金交付の採択を受け
て実施しようとする事業の事業内
容に準じて事前評価書を様式に
基づいて作成し、補助金交付申
請書に添付して提出して下さい。

補助事業終了後、事後評価を様
式に基づいて行い、完了報告書
に添付して提出して下さい。

本会が事後評価書の確
認、審査するためヒアリン
グをお願いする場合があ
ります。

補助金の確定調査及び補助金確定
後の監査の際に、補助事業の成果が
社会・経済に及ぼしたその後の成果
について追跡評価を様式に基づいて
行い提出して下さい。

【参考】

 

日動振 
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５．補助事業を実施するにあたっての注意事項 

 

 補助事業を実施するにあたっては、以下の事項を遵守するとともに、本会担当者との連絡を密にし、

事務手続き上もれのないようにして下さい。また、この要領に示した書式に適合しない場合、必要書類

が提出されない場合など書類に不備があるものは受付を行いません。 

1. 補助事業に関する経理については、他の経理と区分して別会計を設け処理すること。 

2. 補助事業のために専用の金融機関口座を設けること。自己資金及び補助金等の受入れ並びに業

者に対する支払いは、すべてこの口座を通して行うこと。 

3. 本会に提出した書類は必ず控えをとり、補助事業に係るすべての必要書類、証拠書類、帳簿等は、

管理期間中（確定通知書に記載の期間。事業完了後おおむね５年間）保存しておくこと。なお、本会

に提出した書類、添付書類等はお返ししない場合もあります。 

4. 以下に掲げる事由が生じた場合、速やかに本会担当者に連絡し、その指示に従うこと。本会に連

絡せず、この要領に示した事務手続きによらなかった場合、補助金の支払いができない場合があり

ます。 

（１） やむを得ない事由により補助金交付申請書を内定通知書記載の提出期限までに提出できない

場合。（所定の期日延期申請書の提出が必要となります。） 

（２） 補助金交付申請書で提出した事業内容に変更の必要が生じた場合。 

（補助金額に減額となる場合のみ、計画変更が必要となり、所定の計画変更承認申請書の提出

が必要となります。） ※車両の変更は原則として認めません。 

（3） その他、この要領に示した事務手続きによることが、やむを得ない事由によりできない場合。 

5. 提出すべき期限までに提出すべき書類が提出されていない場合、補助金の支払いは行いません。 

6． 事業完了後は、速やかに補助金の支払いを申請すること。 

7. 事業完了日について誤りが多いので注意すること。（事業完了日＝検収日） 
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６．補助事業により取得した物件に表示する標識

　１．注意事項

　　（１）　補助事業による取得した物件（福祉車両）には、下記により本会が定める標識を表示

　　　　すること。

　　（２）　表示の時期

　　　　物件取得の直後に表示すること。

　　　　（検収時には、物件に所定の標識が表示されていることを確認し、検収すること。）

　２．日本自転車振興会の補助を受けて福祉車両を整備する場合

　　　標識表示例に従い、下記の要領で標識を表示すること。

　　　（指定色等表示の詳細は。別に定める「福祉車両標識表示マニュアル」による。）

　　（１） 車両の両側面及び後部の３ヵ所に「競輪補助車両」と表示すること。

　　（２） 表示する文字（競輪補助車両）の前にＫＥＩＲＩＮのシンボルマークとロゴタイプを表示すること。

　　（３） 「ＫＥＩＲＩＮイメージピクトグラフ」及び「ロゴタイプ」を車両の両側面に表示すること。

・ＫＥＩＲＩＮシンボルマーク、ロゴタイプ、「競輪補助車両」

・ＫＥＩＲＩＮイメージピクトグラフ 　・ロゴタイプ

　３．日本小型自動車振興会の補助を受けて福祉車両を整備する場合

　　　標識表示例に従い、下記の要領で標識を表示すること。

　　　（指定色等表示の詳細は。別に定める「福祉車両標識表示マニュアル」による。）

　　（１） 車両の後部に「補助車両」と表示すること。

　　（２） 表示する文字「補助車両」の前にオートレースのロゴタイプを表示すること。

　　（３） 「オートレース車両サインデザイン」を車両の両側面に表示すること。

・オートレースロゴマーク、「補助車両」 ・オートレース車両サインデザイン
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【標識表示例Ⅰ】日本自転車振興会の補助を受けて福祉車両を整備する場合

【標識表示例Ⅱ】日本小型自動車振興会の補助を受けて福祉車両を整備する場合
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 書

  
  
 類

（
別

添
　

３
）
　

「
添

付
書

類
（
写

）
一

覧
表

」
の

と
お

り
（
１

８
・
１

９
ペ

ー
ジ

参
照

）

 １
９

ペ
ー

ジ
を

参
照

。

 今
後

実
際

に
書

類
を

作
成

す
る

事
務

担
当

者
を

記
入

す
る

こ
と

。

（
本

会
か

ら
照

会
す

る
際

の
窓

口
と

な
り

ま
す

）

（
市

外
局

番
）

（
局

番
）

（
番

号
）

（
内

線
）

T
E
L

-
-

-

F
A

X
-

-

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
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業
務

課
長

（
役

職
）

（
注
1
1
）

（
注
1
0
）

太
　

郎

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

佐
　

藤

た
　

ろ
う

○
○

○
県

補
助

金
（申

請
中

）

○
○

（
注
９
）

有
無

・

50
0,

00
0

（
注
1
2
）

事
務

担
当

者

有
・

無

○
○

○
○

○
○

　
＠

　
○

○
○

○
○

○
○

○

（
注
９
）

(注
1
1
）

(注
1
0
）

(注
1
2
）

○
○

○
○

ふ
り

が
な

（
氏

名
）

○
○

さ
　

と
う



（
別
添
　
１
）

１
 ．
 補
助
事
業
の
目
的

 「
補
助
金
交
付
内
定
通
知
書
」
に
添
付
の
「
事
業
計
画
書
」
の
と
お
り
記
入
す
る
こ
と
。

2
 ．
 補
助
事
業
の
遂
行
に
関
す
る
計
画

 「
補
助
金
交
付
内
定
通
知
書
」
に
添
付
の
「
事
業
計
画
書
」
の
内
容
を
も
と
に
①
～
⑤

（
１
）
 事
業
の
内
容
 

に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
明
に
記
入
す
る
こ
と
。

上
記
補
助
事
業
の
目
的
達
成
の
た
め
、
下
記
の
車
両
を
整
備
す
る
。

①
 福
祉
車
両
の
種
類

②
 メ
ー
カ
ー
名
 ／
 車
  
名

／

③
 排
気
量
（
ｃ
ｃ
）

ｃ
ｃ

④
 数
　
　
量
１
台

⑤
 用
　
　
　
　
　
途

（
２
）
 実
施
方
法
及
び
場
所

 ①
 実
施
方
法
～
購
入
業
者
の
選
定
方
法
を
記
入
す
る
こ
と
。

①
 実
施
方
法
（
購
入
業
者
の
選
定
方
法
）

※
入
札
ま
た
は
見
積
も
り
合
わ
せ
と
す
る
。

に
よ
り
行
な
う
。

随
意
契
約
は
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
認
め
な
い
。

②
 実
施
場
所
（
車
両
の
保
管
場
所
）

 ②
 実
施
場
所
～
整
備
す
る
車
両
の
保
管
場
所
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
３
）
 事
業
の
実
施
予
定
表

 各
予
定
日
を
記
入
す
る
こ
と
。

①
 契
約
予
定
日
平
成
１
７
年

月
日

②
 納
車
予
定
日
平
成
１
７
年

月
日

 事
業
が
完
了
し
た
際
は
、
広
く
一
般
を
対
象
に
事
業
成
果
の
公
表
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

③
 検
収
予
定
日
平
成
１
７
年

月
日

な
ら
な
い
。

（
４
）
 事
業
成
果
の
公
表
の
方
法

 公
表
方
法
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
誌
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
印
刷
物
名
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

 な
お
、
公
表
に
際
し
て
は
、
日
本
自
転
車
振
興
会
の
補
助
を
受
け
る
場
合
「
競
輪
の
」
、

日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
の
補
助
を
受
け
る
場
合
「
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
」
、
補
助
金
に
よ
り

実
施
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
。
（
公
表
例
は
、
１
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

（
５
）
 事
業
の
完
了
時
期

 平
成
１
８
年
３
月
３
１
日
と
記
入
す
る
こ
と
。

（
注
1
6
）

（
注
1
7
）
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平
成
１
８
年
３
月
３
１
日

○ ○ ○

（
注
1
8
）

(注
1
7
）

(注
1
8
）

○
○
○

ア
．
事
業
完
了
後
に
お
い
て
日
本
自
転
車
振
興
会
の
補
助
金
に
よ
り
実
施
し
た
こ
と
を
「○
○
市
民
だ
よ
り
」

に
よ
り
公
表
す
る
。

イ
．
本
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
日
本
自
転
車
振
興
会
の
補
助
金
に
よ
り
実
施
し
た
こ

と
を
公
表
す
る
。

○
○
○
○
○
○

○
○

○ ○ ○

事
 業
 計
 画
 書

　
老
人
福
祉
施
設
の
車
両
整
備
を
行
な
い
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
。

埼
玉
県
○
○
市
○
○
１
丁
目
１
－
１
　
（福
）○
○
○
福
祉
会
　
○
○
○
苑
　
駐
車
場

見
積
も
り
合
わ
せ

本
会
○
○
○
苑
（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用
者
の
送
迎
等
に
使
用
す
る
。

移
送
車
Ⅱ
　
[車
い
す
仕
様
（ス
ロ
ー
プ
式
）]

（
注
1
3
）

（
注
1
4
）

（
注
1
5
）

(注
1
3
）

(注
1
4
）

(注
1
5
）

(注
1
6
）



（
別
添
　
２
）

（
注
1
9
）

（
注
1
9
）
１
．
「
補
助
金
交
付
内
定
通
知
」
に
添
付
し
た
「
事
業
計
画
書
」
、
「
補
助
事
業
費
の
内
訳
」

　
　
の
内
容
に
基
づ
き
記
入
す
る
こ
と
。

　
　
※
特
に
「
２
．
支
出
の
部
」
に
つ
い
て
は
、
「
補
助
事
業
費
の
内
訳
」
の
内
容
を

１
 ．
　
収
入
の
部

（
単
位
：
円
）

　
　
　
そ
の
ま
ま
転
記
す
る
こ
と
。

２
．
自
己
負
金
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
摘
要
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

（
例
：
手
持
ち
資
金
、
○
○
県
補
助
金
等
）

2
 ．
　
支
出
の
部

（
単
位
：
円
）

物
件
費

- 17 -

車
両
整
備
費

1,
87
5,
00
0 
 

項
　
　
目

予
 算
 額

補
 助
 金

1,
87
5,
00
0 
 

目
節

自
己
負
担
金

1,
41
5,
00
0 
 

補
 助
 金

計

経
　
　
　
　
　
　
費

自
己
負
担
金

合
　
　
計

摘
　
　
要

91
5,
00
0 
 

手
持
ち
資
金

○
○
県
補
助
金

50
0,
00
0 
 

合
　
　
計

1,
87
5,
00
0 
 
1,
41
5,
00
0 
 
3,
29
0,
00
0 
 

3,
29
0,
00
0 
 

算
　
　
出
　
　
基
　
　
礎

移
送
車
Ⅱ
（○
○
○
／
○
○
○
○
○
○
○
○
）

2,
50
0,
00
0×
3/
4=
1,
87
5,
00
0

平
成
１
７
年
度
補
助
事
業
収
支
予
算
書

1,
41
5,
00
0 
 

3,
29
0,
00
0 
 



 「
補
助
金
交
付
内
定
通
知
書
」
に
添
付
の
「
事
業
計
画
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
添
付
す
る
こ
と
。

（
法
人
が
認
可
さ
れ
た
と
き
も
、
名
称
及
び
代
表
者
の
変
更
に
な
り
ま
す
）

　
　

１
 ．
 変
更
の
理
由

 変
更
す
る
事
項
ご
と
に
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。

（
１
）

（
２
）

２
 ．
変
更
の
内
容

 内
定
の
欄
に
は
、
「
補
助
金
交
付
内
定
通
知
書
」
に
添
付
の
「
事
業
計
画
書
」
に
記
載
さ
れ

た
内
容
を
記
入
す
る
こ
と
。

３
 ．
添
付
書
類

 変
更
理
由
書
の
添
付
書
類
は
、
１
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
こ
と
。

（
別
添
　
３
）
　
「
添
付
書
類
（
写
）
一
覧
表
」
の
と
お
り
。

- 18 -

埼
玉
県
○
○
市
△
△
町
１
１
３
１
－
１

埼
玉
県
○
○
市
○
○
１
丁
目
１
－
１

（
変
更
理
由
書
）

（
注
2
0
）

（
注
2
1
）

補
助
金
交
付
内
定
通
知
書
に
記
載
の
事
業
計
画
を
下
記
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

記

住
所
の
変
更
　
　
　
区
画
整
理
に
伴
う
住
居
表
示
変
更
の
た
め
。

(注
2
0
）

(注
2
1
）

(注
2
2
）

（
注
2
2
）

事
　
　
項

内
定
の
あ
っ
た
計
画

交
付
申
請
す
る
計
画

法
人
住
所



（
別
添
　
３
）

（
注
2
3
）

 各
添
付
書
類
は
、
次
の
要
領
で
添
付
す
る
こ
と
。

番
号

書
　
　
　
類
　
　
　
名

確
認

添
付
し
た
書
類
に
は
、
確
認
欄
に
○
印
を
付
け
、
番
号
順
に
綴
る
こ
と
。

1
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

○
１
．
印
鑑
証
明
書

2
 自
己
負
担
金
の
裏
付
書
類

法
務
局
登
録
の
法
人
印
鑑
証
明
書
（
原
本
、
発
行
日
か
ら
３
ヶ
月
以
内
の
も
の
）

※
 　
（
１
）
他
団
体
等
の
補
助
金
交
付
（
予
定
）
の
証
明
書

※
 　
（
２
）
寄
付
申
込
書

２
．
自
己
負
担
金
の
裏
付
書
類

※
 　
（
３
）
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

１
）
 他
団
体
の
補
助
金
交
付
（
予
定
）
証
明
書
は
、
地
方
自
治
体
、
団
体
等
の
内
定

3
変
更
理
由
書
添
付
書
類

通
知
書
、
補
助
ま
た
は
助
成
（
予
定
を
含
む
）
を
証
明
す
る
も
の
。

２
）
 寄
付
申
込
書
は
、
本
人
自
筆
で
登
録
印
鑑
を
押
印
し
た
も
の
に
、
寄
付
者
の

印
鑑
証
明
（
原
本
）
及
び
残
高
証
明
書
（
原
本
、
内
定
通
知
日
以
降
の
も
の
）

を
添
付
。

4
 そ
の
他
（
本
会
が
提
出
を
求
め
た
も
の
）

３
．
変
更
理
由
書
添
付
書
類
（
１
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

１
）
 法
人
名
称
変
更
の
場
合

ア
．
 法
人
登
記
簿
謄
本
（
原
本
）

イ
．
 法
人
認
可
書
（
写
）

ウ
．
 代
表
者
の
経
歴
書

２
）
 法
人
住
所
変
更
の
場
合

ア
．
 法
人
登
記
簿
謄
本
（
原
本
）

（
注
）
 住
居
表
示
変
更
の
場
合
は
、
変
更
に
係
る
官
公
署
の
証
明
書

３
）
 法
人
代
表
者
変
更
の
場
合

※
印
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
交
付
要
望
書
で
添
付
し
た
内
容
と
変
更
が
な
い
の
で
省
略
し
た
。
　
　
（
注
2
4
）

ア
．
 法
人
登
記
簿
謄
本
（
原
本
）

イ
．
 代
表
者
の
経
歴
書

 ※
印
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
交
付
要
望
書
で
添
付
し
た
内
容
に
変
更
が
な
い

場
合
は
記
入
例
に
従
っ
て
省
略
す
る
旨
を
記
載
の
こ
と
。

補
助
金
交
付
要
望
書
提
出
以
降
に
法
人
認
可
ま
た

は
認
証
を
受
け
た
法
人
の
み
添
付

(注
2
4
）
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添
 付
 書
 類
 （
写
）
 一
 覧
 表

(注
2
3
）



整理
番号 ⑰ △△ -

 １．事業の目的 （本事業は何を対象とし、何を達成しようとするか記載する。）

【記載内容】

<記載例>

 ２．事業の必要性 （本事業の意義、重要性、必要性等を記載する。）

【記載内容】

○本事業を実施する意義、重要性、必要性等は何かを可能な限り客観的に記載する。

<記載例>

 ３．事業の内容 （本事業の実施内容を記載する。）

【記載内容】

○本事業の事業内容について簡潔に記載する。

<記載例>

事業費総額 △,△△△ 千円□,□□□ 千円

○○○

補助事業事　業　名

法  人  名

事前

本法人が運営する特別養護老人ホーム、デイサービスセンターには車椅子対応車両が２台あるも
のの、需要に対応できず、一般車両を使用している状況である。そこで、入所者の移送や屋外活
動、利用者の送迎に使用するため、新たに車椅子対応車両（リフト式）を整備する。

本法人施設に下記福祉車両を整備し、入所者、利用者の安全な移送を行う。
施設名：○○○特別養護老人ホーム・△△デイサービスセンター
車両名：○○○○○○（メーカー名：△△△△）
種　別：車椅子対応車両（リフト式）

- 20 -

本法人は２台の車椅子対応送迎車両を稼動させているが、現状では需要に対応しきれず、一般
車両で対応せざるを得ず、車椅子の要介護者を乗車させる際に抱きかかえなけれならない。安全
で、スムーズな移送・送迎を行うため、車椅子対応車両（リフト式）の整備は急務である。

平成１７年度補助事業　　事前評価書　【記載要領】

平成17年度

(福) ○○○福祉会

老人福祉施設の車両整備

補助金額

○本事業は何（問題又は課題と考えている具体的な現状）を対象として、何を達成（どの様な状況を実現）しようとす
るものなのか記載する。

（注）当該補助事業が複数の事業で構成されている場合は、以下「 ３. 事業の内容～ ７． 達成時期 」を
各事業項目毎に記載すること。



 ４．事業の目標

【記載内容】

<記載例>

【記載内容】

○上記の目標達成度は、いかなる指標により計測するのか記載する。

<指標の例>　参加者数、利用者数、相談者数、利用者数、利用者満足度、稼働率、アクセス数等

<記載例>

 ５．実施体制 （本事業の運営体制、実施手順・方法を記載する。）

【記載内容】

○目標を達成する上で必要な委員会設置等の運営体制を記載する。

○事業の具体的な実施手順、方法を記載する。

<記載例>

 ６．成果の広報 （本事業の成果の広報の具体的な方法[予定]を記載する。）

【記載内容】

<記載例>

 ７．達成時期 （本事業の達成[完了]予定時期を記載する。）

【記載内容】

○本事業の完了予定時期を記載する。

<記載例>

（本事業の事業評価[事前・事後・追跡調査]の主体[誰が]及び方法の予定を記載する。）

○本評価は、「外部有識者」で組織された「評価委員会」で実施されることが望ましい。
（やむを得ず法人内部で実施する場合でも、「評価委員会」を設置し実施することが望ましい。）

【記載内容】

○本事業の事業評価（事前・事後・追跡調査）を誰が、どの様な方法で行う予定かを記載する。

<記載例>

○本事業が競輪の「補助金をもとに実施されたこと」及び「事業成果」の広報を、一般人を含めた対象にどのように行
う予定であるか質量ともに具体的に記載する。

・事業実施にあたっては、本会サービス検討委員会で導入車種を検討のうえ競争入札により業者を選定
し、実施する。

車両配備後、延べ送迎・移送人数として本年度○○○○人、来年度△△△△人（以後同じ）を予
定する。

述べ利用者（送迎、移送）数

  （１） 目　標　（目指す結果、効果を記載する。）

※事業の評価は本来、当該事業の実施担当者、担当部署、担当理事等が行うことは避けるべきであり、「外部の有識者」で組織
された「評価委員会」で実施されることが望ましい。（やむを得ず法人内部で実施する場合でも、担当部署等から独立した「評価
委員会」を設置して実施することが望ましい。）

  （２） 指　標　（目標の達成度を測る指標を記載する。[指標設定ができない事業は記載不要]）

○目的に照らして、具体的にいつまでに何をどの程度実施し、どの水準の成果を達成する意図を有するのか、可能
な限り定量的な目標（数値）を記載する。
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・本法人の機関誌・ホームページに「競輪補助事業」であることを明記するとともに、地元新聞に掲載する告知で「競
輪補助事業」であることを告知する。
・町の広報誌に掲載を依頼する。

平成18年3月31日

本法人に外部有識者（行政関係者、学識経験者、福祉関係者）からなる評価委員会を設置し、事
業評価を行う。

 ８．自己評価の体制



（
２
）
 補
助
事
業
実
施
に
関
す
る
誓
約
書

第
号

年
月

日
１
．
 提
出
期
限
 ～
 「
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
書
」
の
右
肩
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日

か
ら
１
カ
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
。

会
長

殿

２
．

 添
付

書
類

〒
-

１
）

 振
込

み
に

よ
る

支
払

依
頼

書
（
２

３
ぺ

ー
ジ

参
照

）
 

２
）

 所
在

地
交

通
略

図
（
補

助
金

交
付

決
定

通
知

書
に

同
封

さ
れ

て
い

た
も

の
）

㊞

月
日

付
第

 「
補

助
金

の
交

付
決

定
通

知
書

」
の

右
肩

に
記

載
さ

れ
て

い
る

本
会

の
発

翰
日

付
、

発
翰

番
号

を
記

入
す

る
こ

と
。

(注
２
）

○
○

○
○

（
注
２
）の

交
付

決
定

通
知

」
に

記
載

さ
れ

て
い

る
諸

事
項

を
遵

守
し

実
施

す
る

こ
と

を
誓

約
し

ま
す

。

平
成

１
７

年
○

○
号

を
も

っ
て

通
知

を
受

け
た

「
補

助
金

(注
１
）

の
公

益
の

増
進

を
目

的
と

す
る

事
業

の
補

助
を

行
な

う
た

め
の

業
務

方
法

に
関

す
る

規
程

」

「
体

育
事

業
そ

の
他

の
公

益
の

増
進

を
目

的
と

す
る

事
業

に
関

す
る

補
助

細
則

」
な

ら
び

に
、

振
興

会

○
○

○
○

○
○

住
所

「
平

成
１

７
年

度
○

○
○

○
○

○
○

○
○

の
車

両
整

備
　

補
助

事
業

」

○
○
○

補
助
事
業
実
施
に
関
す
る
誓
約
書

平
成

1
7

○

⑰
1
1
-

- 22 -

あ
た

っ
て

、
貴

会
よ

り
前

記
補

助
事

業
の

補
助

を
受

け
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

「
体

育
事

業
そ

の
他

を
実

施
す

る
に

理
事

長
　

　
山

　
川

　
　

一
　

郎

○
○

○
○

代
表

者
名

○
○

発
○

○
○

○
○

○
○

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

名
称

（福
）○

○
○

福
祉

会

○
（
注
１
）



１
．

 振
込

先
は

金
融

機
関

（
郵

便
局

は
除

く
）
に
新
し
く
口
座
を
設
け
る

こ
と

。

 (
1)

 こ
の

口
座

は
補
助
事
業
専
用

の
も

の
と

し
て

一
般

会
計

か
ら

独
立

さ
せ

、
自

己
負

担
金

及
び

補
助

金
等

の
受

入
れ

並
び

に
支

払
い

は
、
全
て

こ
の

口
座

を
経

由
す

る
こ

と
。

 (
2
) 
開

設
す

る
口

座
の

名
義

は
、

法
務

局
に

登
録

し
て

い
る

法
人

名
称

と
す

る
が

、
法
人
格

年
月

日
を
（
財
）
・
（
社
）
・
（
福
）
・
（
特
非
）
な

ど
に

略
し

、
フ
リ
ガ
ナ
が
３
０
字
以
内

（
濁

点
、

カ
ッ

コ
、

ス
ペ

ー
ス

も
一

文
字

扱
い

）
に
納
ま
る
口
座
名
義

と
す

る
こ

と
。

会
長

殿
※

口
座

名
義

の
う

ち
、

法
人

名
称

に
続

く
代
表
者
名
の
フ
リ
ガ
ナ
は
省
略

す
る

こ
と

。

〒
-

２
．

 預
金

種
目

に
は

該
当

す
る

預
金

に
必

ず
○

印
を

つ
け

る
こ

と
。

口
座

番
号

欄
に

は
店

番
号

は
記

入
し

な
い

こ
と

。

㊞

３
．

 こ
の

文
書

を
本

会
に

提
出

後
、

文
書

の
内

容
（
法

人
代

表
者

等
）
に

変
更

が
あ

っ
た

と
き

（
）

は
、

速
や

か
に

本
会

に
変

更
し

た
内

容
の

支
払

依
頼

書
を

提
出

す
る

こ
と

。

※
金

融
機

関
の

合
併

に
伴

い
、

金
融

機
関

名
、

支
店

名
、

口
座

番
号

等
が

変
更

に
な

る

こ
と

が
あ

る
の

で
、

該
当

す
る

金
融

機
関

を
利

用
し

て
い

る
場

合
は

よ
く

確
認

す
る

こ
と

。

な
お

、
本

会
は

各
位

に
対

す
る

補
助

金
の

支
払

案
内

は
し

ま
せ

ん
の

で
、

ご
注

意
く

だ

さ
い

。

記

普
通

預
金

漢 字
1
0

2
0

3
0

(注
３
）

○
○

○
○

○
○

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

○

補
助
金
の
銀
行
振
込
み
に
よ
る
支
払
依
頼
書

住
所

（
注
３
）

○
平

成

（福
）○

○
○

福
祉

会

な
お

、
こ

の
文

書
の

内
容

に
変

更
が

あ
っ

た
時

は
、

至
急

書
面

で
お

届
け

し
ま

す
。

理
事

長
　

　
山

　
川

　
　

一
　

郎

電
話

○
○

○
○

○
○

代
表

者
名

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

1
1
-

平
成
１
７
年
度
公
益
事
業
振
興
補
助
事
業
の
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⑰

日
本

自
転

車
振

興
会

か
ら

当
方

に
支

払
わ

れ
る

平
成

１
７

年
度

公
益

事
業

振
興

補
助

事
業

名
称

1
7

○
○

○
○

振
興

会

カ

の
補

助
金

は
、

下
記

の
銀

行
口

座
へ

振
込

ん
で

下
さ

い
。

こ
の

文
書

を
提

出
し

た
こ

と
に

よ
り

、
振

込
ま

れ
た

補
助

金
は

当
方

に
お

い
て

N
o
.

受
け

取
っ

た
も

の
と

認
め

ま
す

。

シ

預
　

金
　

種
　

目

口
　

座
　

番
　

号

口 座 名 義

フ リ ガ ナ

（

（
福

）
○

○
○

福
祉

会
　

理
事

長
　

山
川

一
郎

イ

振
込

依
頼

銀
行

名

フ
ク

フ
ク

）
マ

銀
行

○
○

○
○

○
○

○
△

△
△

△
△

△
支

店

当
座

預
金

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

ル
ル

ル
マ

マ



（
３
）
 補
助
金
の
精
算
払
い
申
請
書

「
精
算
払
い
」
 ～
 事
業
完
了
後
の
補
助
金
の
全
額
支
払
い
。

１
．
 事
業
が
完
了
（
車
両
が
納
車
さ
れ
、
検
収
が
終
了
）
し
て
い
る
こ
と
。

※
事

業
の

完
了

日
＝

検
収

日

２
．
 自
己
負
担
金
を
全
額
支
払
っ
て
あ
る
こ
と
。

第
号

年
月

日
「
補
助
事
業
の
計
画
の
変
更
」
 ～
 補
助
金
が
減
額
と
な
る
場
合
事
前
に
行
な
う
。

※
入

札
、

見
積

も
り

で
補

助
金

が
減

額
に

な
る

こ
と

が
判

明
し

た
場

合
は

、
契
約
前

に
手

続
き

が
必

要
。

会
長

殿
こ

の
場

合
、

「
補

助
事

業
の

計
画

変
更

に
関

す
る

承
認

申
請

書
」
を

提
出

し
、

本
会

の
承

認
を

得
る

必
要

が
あ

る
の

で
、

本
会

担
当

者
に

連
絡

す
る

こ
と

。

〒
-

 １
．

 申
請

書
の

受
付

か
ら

支
払

い
ま

で
は

、
時

間
を

要
す

る
の

で
、

遅
く

と
も

事
業

完
了

後

１
カ
月
以
内

に
申

請
す

る
こ

と
。

㊞

 ２
．

 業
者

へ
の

支
払

方
法

は
、

業
者

の
口

座
へ

の
預

金
口

座
振

替
に

よ
り

行
う

こ
と

。

※
振
込
手
数
料
は
法
人
が
負
担
す
る
こ
と

（
「
支

払
明

細
表

」
で

支
払

済
額

と
し

て
記

載
す

る
金

額
全

額
を

振
込

む
こ

と
）

 ３
．

 支
払

い
を

証
明

で
き

る
証

拠
書

類
（
写

し
で

も
可

）
を

申
請

時
に

提
出

す
る

こ
と

。

書
類

 ～
 見

積
書

、
契

約
書

、
納

品
書

、
請

求
書

、
預

金
口

座
振

替
に

よ
る

振
込

　
受

付
書

、
検

収
書

記
 ４

．
 請

求
書

等
に

は
、

所
要

事
項

（
年

月
日

、
住

所
、

名
称

、
押

印
、

内
訳

明
細

等
）
を

記
入

す
る

こ
と

。

１
 ．

 補
助

金
支

払
い

申
請

額
円

 申
請

す
る

補
助

金
額

を
記

入
す

る
こ

と
。

2
 ．

 補
助

金
の

支
払

い
の

対
象

（
別

紙
 １

）
「
支

払
明

細
表

」
の

と
お

り

２
５

ペ
ー

ジ
を

参
照

。

3
 ．

 添
  
  
 付

  
  
 書

  
  
 類

（
別

添
）
　

「
証

拠
書

類
（
写

）
一

覧
表

」
の

と
お

り

 ２
６

ペ
ー

ジ
を

参
照

。

（
注
２
）

補
助

事
業

名
　

「
平

成
１

７
年

度

補
助

を
行

な
う

た
め

の
業

務
方

法
に

関
す

る
規

程
」

第
１

３
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

下
記

の

1,
87

5,
00

0（福
）○

○
○

福
祉

会

代
表

者
名

理
事

長
　

　
山

　
川

　
　

一
　

郎

と
お

り
精

算
払

い
の

方
法

に
よ

り
補

助
金

の
支

払
い

を
申

請
し

ま
す

。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
の

車
両

整
備

　
補

助
事

業
」

⑰
1
1
-
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平
成

1
7

○

○
○

○
○

○
○

住
所

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

名
称

○
○
○

補
助
金
の
精
算
払
い
申
請
書

○
○

○
○

○
○

○
○

○
発

○
○

○
○

振
興

会

（
注
１
）

（
注
１
）

（
注
２
）

○

（
注
３
）

（
注
４
）

上
記

補
助

事
業

に
つ

い
て

、
「

体
育

事
業

そ
の

他
の

公
益

の
増

進
を

目
的

と
す

る
事

業
の

（
注
３
） （
注
４
）



（
別

紙
）

（
１

）
　

収
支

明
細

表
（
注
５
）

（
注
６
）

（
注
７
）

（
単

位
：
円

）

補
助

金
自

己
負

担
金

計

車
両

整
備

費
1,

87
5,

00
0 

1,
62

5,
00

0 
3,

50
0,

00
0 

1,
62

5,
00

0 
1,

87
5,

00
0 

0 

合
　

　
計

1,
87

5,
00

0 
1,

62
5,

00
0 

3,
50

0,
00

0 
1,

62
5,

00
0 

1,
87

5,
00

0 
0 

（
２

）
　

業
者

別
支

払
い

状
況

表
（
注
８
）

（
単

位
：
円

）

支
払

先

○
○

○
自

動
車

販
売

㈱
△

△
店

6/
4

6/
11

（
注
５
） ※

（
注
６
）

（
注
７
）

合
　

　
計

（
注
８
）
「
請
求
書
」
、
「
預
金
口
座
振
替
に
よ
る
振
込
受
付
書
」
の

日
付

、
金

額
を

記
入

す
る

こ
と

。

支
払
明
細
表

1,
62

5,
00

0 
3,

50
0,

00
0 

3,
50

0,
00

0 

1,
87

5,
00

0 

3,
29

0,
00

0 

請
求

額
未

払
額

支
払

額

1,
62

5,
00

0 

1,
41

5,
00

0 
1,

87
5,

00
0 

1,
87

5,
00

0 

支
払

済
額

補
助

金
申

請
額

補
助

金
残

額
原

予
算

額

計

支
払

予
定

額

3,
29

0,
00

0 

補
助
金

1,
87

5,
00

0 
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入
札

等
で

、
原

予
算

額
よ

り
も

補
助

金
が

減
額

と
な

る
場

合
は

、
別

途
計

画
変

更
の

手
続

き
が

必
要

と
な

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
本

会
担

当
者

に
連

絡
す

る
こ

と
）

支
払
済
額

に
は

、
既

に
支

払
っ

た
金

額
を

記
入

す
る

こ
と

。
（
支

払
予

定
額

の
自

己
負

担
金

と
同

額
か

そ
れ

以
上

で
あ

る
こ

と
）

原
予
算
額

は
、

補
助

金
交

付
決

定
時

の
予

算
額

を
記

入
す

る
こ

と
。

（
補

助
金

交
付

決
定

通
知

書
添

付
の

「
事

業
計

画
書

」
、

「
補

助
事

業
費

の
内

訳
」
の

内
容

と
同

じ
）

支
払
予
定
額

は
、

購
入

業
者

と
契

約
し

た
金

額
を

記
入

す
る

こ
と

。

節

1,
41

5,
00

0 

自
己
負
担
金



（
別

添
）

（
注
９
）

 各
添

付
書

類
は

、
次

の
要

領
で

添
付

す
る

こ
と

。

添
付

し
た

書
類

に
は

、
確

認
欄

に
○

印
を

付
け

、
番

号
順

に
綴

る
こ

と
。

１
．
 見
積
書

番
号

確
認

３
社

以
上

の
見

積
書

を
添

付
す

る
こ

と
。

1
 見

積
書

○

2
 購

入
業

者
決

定
理

由
書

○
２

．
 購
入
業
者
決
定
理
由
書

3
 契

約
書

（
注

文
書

、
請

書
）

○
所

定
の

書
式

を
使

用
す

る
こ

と
。

（
２

７
ペ

ー
ジ

参
照

）

4
 納

品
書

○

5
 請

求
書

○
４

．
 納
品
書

6
 預

金
口

座
振

替
に

よ
る

振
込

受
付

書
（
銀

行
、

信
用

金
庫

等
が

発
行

し
た

も
の

）
○

納
品

書
が

な
い

場
合

も
あ

る
の

で
、

そ
の

際
は

本
会

担
当

者
に

対
応

を
確

認
す

る
こ

と
。

7
 検

収
書
（
原
本
）

○

8
 補

助
物

件
[福

祉
車

両
]の

写
真

○
７

．
 検
収
書

所
定

の
書

式
を

使
用

す
る

こ
と

。
（
２

８
ペ

ー
ジ

参
照

）

８
．

 補
助
物
件
[福
祉
車
両
]の
写
真

・
標

識
の

表
示

が
分

か
る

よ
う

に
、

補
助

物
件

の
両

側
面

及
び

後
方

を
そ

れ
ぞ

れ
撮

影
し

た

も
の

。
（
１

１
ペ

ー
ジ

参
照

）

・
特

殊
装

備
（
リ

フ
ト
、

ス
ロ

ー
プ

等
）
の

あ
る

車
両

は
、

当
該

特
殊

装
備

を
撮

影
し

た
も

の
。

書
　

　
　

類
　

　
　

名

証
 拠
 書
 類
 （
写
）
一
 覧
 表

(注
９
）

- 26 -



本
理
由
書
は
入
札
、
見
積
も
り
合
わ
せ
を
問
わ
ず
、
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。

年
月

日

会
長

殿

〒
-

㊞

記

１
 ．

 購
  
入

  
車

  
両

  
名

１
台

2
 ．

 購
　

 入
 　

業
　

 者

3
 ．

 購
入

業
者

決
定

理
由

 購
入

業
者

を
決

定
し

た
理

由
を

具
体

的
に

記
入

す
る

こ
と

。
入

札
を

実
施

し
た

結
果

、
最

も
安

価
で

あ
っ

た
た

め
、

選
定

し
た

。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
の

車
両

整
備

　

○
○
○ 購
入
業
者
決
定
理
由
書

○
○

○
○

平
成

○
○

○
○

振
興

会

○
○

○
○

○
○埼

玉
県

○
○

市
○

○
１

丁
目

１
－

１

上
記

補
助

事
業

の
実

施
に

あ
た

り
、

購
入

業
者

を
下

記
の

と
お

り
決

定
し

ま
し

た
の

で

補
助

事
業

」

○
○

○

ご
報

告
し

ま
す

。

- 27 -

⑰
1
1
-

住
所

補
助

事
業

名
　

「
平

成
１

７
年

度

（
注
1
0
）

（
注
1
0
）

1
7

○
○

名
称

（福
）○

○
○

福
祉

会

代
表

者
名

理
事

長
　

　
山

　
川

　
　

一
　

郎

○
○

○



年
月

日

月
日

 検
収
日
が
事
業
完
了
の
日
と
な
る
。

１
 ．

月
日

２
 ．

円

３
 ．

４
 ．

／

５
 ．

６
 ．

月
日

７
 ．

月
日

８
 ．

（
）

㊞
 検

収
に

立
ち

会
っ

た
購

入
業

者
の

担
当

者
を

記
入

し
、

押
印

す
る

。

㊞ ㊞
 実

際
に

検
収

し
た

法
人

担
当

者
を

記
入

し
、

押
印

す
る

。

埼
玉

県
○

○
市

○
○

２
丁

目
２

－
２

埼
玉

○
○

○
○

○
自

動
車

販
売

株
式

会
社

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

（福
）○

○
○

福
祉

会

販
売

課
　

山
田

　
一

郎

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

買
主

（
法

人
）

電
話

住
所

住
所

名
称

代
表

者
名

売
主

（
業

者
）

検
収

者
名

担
当

者
名

代
表

者
名

名
称

○

平
成

1
7
年

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
の

車
両

整
備

　

○
○

平
成

１
７

年
○

○

○

補
助

事
業

」

移
送

車
Ⅱ

　
[車

い
す

仕
様

（ス
ロ

ー
プ

式
）]

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

の
福

祉
車

両
に

つ
い

て

平
成

１
７

年

納
入

車
両

の
種

類

契
約

金
額

（
総

額
）

「
平

成
１

７
年

度

検
収

場
所

納
入

台
数

納
期

契
約

年
月

日

3,
50

0,
00

0

○
○
○

検
　
　
収
　
　
書

検
収

日
（
完

了
日

）

平
成

1
7

○

（
注
1
1
）

⑰
1
1
-

- 28 -

上
記

の
と

お
り

納
車

を
受

け
、

検
収

の
う

え
、

受
領

し
た

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
。

理
事

長
　

　
山

　
川

　
　

一
　

郎

○

代
表

取
締

役
　

山
田

　
太

郎

業
務

課
長

　
　

佐
藤

　
太

郎

(注
1
1
）

(注
1
2
）

(注
1
3
）

（
注
1
3
）

１
　

台

平
成

１
７

年

（
注
1
2
）

○

納
入

車
種

／
メ

ー
カ

ー

納
車

日



 



（
４
）
 補
助
事
業
の
完
了
報
告
書

第
号

平
成

年
月

日
１

．
 提
出
期
限
 ～
 事
業
完
了
日
（
検
収
日
）

よ
り
２
カ
月
以
内
に
提
出

す
る

こ
と

。

会
長

殿

２
．

 完
了

報
告

書
提

出
ま

で
に

、
補

助
金

を
受

領
し

て
お

く
こ

と
。

〒
-

㊞

補
助

事
業

名
　

「
平

成
１

７
年

度
補

助
事

業
」

 事
業

の
完

了
日

を
記

入
す

る
こ

と
。

平
成

１
７

年
月

日
事
業
の
完
了
日

と
は

、
車

両
の

検
収

日
を

い
う

。

記

１
 ．

 事
業

の
実

施
内

容
及

び
成

果
に

関
す

る
報

告
書

　
（
別

紙
　

１
）

2
 ．

 事
業

の
収

支
決

算
に

関
す

る
報

告
書

　
（
別

紙
　

２
）

3
 ．

 取
得

物
件

に
関

す
る

報
告

書
　

（
別

紙
　

３
）

4
 ．

 添
　

　
付

　
　

書
　

　
類

（
別

添
）
　

「
添

付
書

類
（
写

）
一

覧
表

」
の

と
お

り

（
注
１
）

（
注
２
）

（
注
２
）

○
○

○

代
表

者
名

理
事

長
　

　
山

　
川

　
　

一
　

郎

○
○

○

住
所

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

名
称

（福
）○

○
○

福
祉

会

○
○

○
○

○
○

○
○

○
の

車
両

整
備

　

第
2
1

条
の

規
定

に
基

づ
き

、
下

記
書

類
を

添
え

て
報

告
し

ま
す

。

上
記

補
助

事
業

は
、

○
○

完
了

し
た

の
で

、
「
体

育
事

業
そ

の
他

の

○
○

発

○

○
○

○
○

振
興

会

（
注
１
）

○
○

○
○

○

- 30 -

公
益

の
増

進
を

目
的

と
す

る
事

業
の

補
助

を
行

な
う

た
め

の
業

務
方

法
に

関
す

る
規

程
」

⑰
1
1
-
○
○
○

○
○

○

1
7

補
助
事
業
の
完
了
報
告
書



（
別
紙
　
１
）

１
 ．
 事
業
名

平
成
１
７
年
度

補
助
事
業

2
 ．
 事
業
の
実
施
経
過

（
１
）
　
事
務
手
続
関
係

 事
務
手
続
き
関
係
と
事
業
関
係
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
記
載

平
成
１
７
年

す
る
こ
と
。

４
月
○
日
補
助
金
交
付
内
定
通
知
書
受
理
（
○
月
○
日
付
）

（
１
）
 事
務
手
続
き
関
係

○
月
○
日
補
助
金
交
付
申
請
書
提
出

・
 本
会
と
法
人
と
の
書
類
の
受
渡
し
（
文
書
発
翰
日
を
記
載
の
こ
と
）

○
月
○
日
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
受
理
（
○
月
○
日
付
）

・
 補
助
金
の
支
払
申
請
及
び
受
領

○
月
○
日
補
助
事
業
実
施
に
関
す
る
誓
約
書
提
出

（
２
）
 事
業
関
係

○
月
○
日
補
助
金
の
精
算
払
い
申
請
書
提
出

・
 事
業
の
進
捗
状
況

○
月
○
日
補
助
金
受
領
（

円
）

・
 業
者
と
の
間
で
行
わ
れ
た
入
札
、
契
約
、
納
品
、
検
収
、
請
求
、
支
払
等

（
２
）
 事
業
関
係

平
成
１
７
年

○
月
○
日

○
月
○
日

○
月
○
日

○
月
○
日

○
月
○
日

○
月
○
日

○
月
○
日

3
 ．
 実
施
内
容
及
び
成
果

（
１
）
　
実
施
内
容

 補
助
対
象
事
業
の
実
施
内
容
を
明
記
す
る
こ
と
。

福
祉
車
両
の
整
備

１
台

（
福
祉
車
両
の
整
備
メ
ー
カ
ー
名
／
車
両
名
１
台
）
と
す
る
。

（
２
）
　
成
　
　
果

 本
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
を
簡
明
に
記
入
す
る
こ
と
。

4
 ．
 事
業
実
施
に
関
し
て
特
許
権
、
実
用
新
案
権
等
を
申
請
ま
た
は
取
得
し
た
と
き
は
そ
の
内
容

な
し

○
○
○
／
○
○
○
○
○
○
○
○
○

見
積
書
取
得
（○
○
○
○
他
３
社
）

○
○
○
○
販
売
株
式
会
社
と
契
約
締
結

納
車

検
収

請
求
書
受
領
　
（３
，
５
０
０
，
０
０
０
円
）

（
注
４
）

（
注
５
）

事
業
の
実
施
内
容
及
び
成
果
に
関
す
る
報
告
書

（
注
３
）

- 31 -

自
己
負
担
金
支
払
　
（1
,6
25
,0
00
円
）

1,
87
5,
00
0

本
車
両
の
導
入
に
よ
り
、
施
設
利
用
者
の
送
迎
等
が
安
全
、
確
実
、
か
つ
快
適
に
行
な
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
の
車
両
整
備
　

残
金
（補
助
金
分
）支
払
　
（1
,8
75
,0
00
円
）

（
注
３
）

（
注
４
）

（
注
５
）



5
 ．
 今
後
予
想
さ
れ
る
効
果

 本
事
業
の
完
了
に
よ
っ
て
今
後
予
想
さ
れ
る
効
果
を
簡
明
に
記
入
す
る
こ
と
。

6
 ．
 本
事
業
に
よ
り
作
成
し
た
印
刷
物
（
研
究
報
告
書
等
）

な
し

送
迎
、
外
出
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。

- 32 -

（
注
６
）

（
注
６
）



（
別
紙
　
２
）

１
 ．
　
決
算
総
括
表

（
イ
）
 収
入
の
部

（
注
７
）

（
注
８
）

（
注
９
）

（
単
位
：
円
）

（
ロ
）
 支
出
の
部

（
単
位
：
円
）

補
 助
 金
自
己
負
担
金
計
補
 助
 金
自
己
負
担
金
計
補
 助
 金
自
己
負
担
金
計

1,
87
5,
00
0 
1,
41
5,
00
0 
3,
29
0,
00
0 
1,
87
5,
00
0 
1,
62
5,
00
0 
3,
50
0,
00
0 

0 
21
0,
00
0 
21
0,
00
0 

1,
87
5,
00
0 
1,
41
5,
00
0 
3,
29
0,
00
0 
1,
87
5,
00
0 
1,
62
5,
00
0 
3,
50
0,
00
0 

0 
21
0,
00
0 
21
0,
00
0 

２
 ．
　
支
出
内
訳
表

  
  
 　
　
　
※
 補
助
金
が
減
額
と
な
り
、
予
算
額
に
つ
い
て
計
画
変
更
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、

（
イ
）
 決
算
費
目
別
内
訳

（
注
1
0
）

別
書
式
が
必
要
と
な
る
の
で
、
本
会
担
当
者
に
連
絡
す
る
こ
と
。

　
　
　
「
予
算
変
更
が
な
い
た
め
、
省
略
す
る
。
」

（
注
７
）
 原
予
算
額
は
、
補
助
金
交
付
決
定
時
の
予
算
額
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
ロ
）
 月
別
支
出
状
況

（
単
位
：
円
）

（
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
添
付
の
「
事
業
計
画
書
」
、
「
補
助
事
業
費
の
内
訳
」

の
内
容
と
同
じ
）

（
注
８
）
 収
入
額
は
、
実
際
の
収
入
額
（
決
算
額
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
注
９
）
 増
減
額
は
、
原
予
算
額
と
収
入
額
と
の
差
を
記
入
す
る
こ
と
。

 （
減
の
場
合
は
金
額
の
前
に
△
印
を
記
入
）

(注
1
0
）
 「
予
算
変
更
が
な
い
た
め
、
省
略
す
る
。
」
と
明
記
す
る
こ
と
。

平
成
１
７
年
度
○
○
○
○
○
○
○
○
○
の
車
両
整
備
　
補
助
事
業
収
支
決
算
報
告
書
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合
　
　
計

備
　
　
考

合
　
　
計

目
節

増
　
　
　
減

0 
 

収
入
額
（
決
算
額
）

1,
87
5,
00
0 
 

備
　
　
　
考

物
件
費

自
己
負
担
金

原
 予
 算
 額

1,
87
5,
00
0 
 

1,
41
5,
00
0 
 

3,
29
0,
00
0 
 

原
 予
 算
 額

目

項
　
　
目

補
 助
 金

支
出
額
（
決
算
額
）

増
　
　
減

3,
50
0,
00
0 

21
0,
00
0 
 

21
0,
00
0 
 

1,
62
5,
00
0 
 

3,
50
0,
00
0 
 

１
６
年
○
月
１
６
年
○
月

合
　
　
計

3,
50
0,
00
0 

合
　
　
　
　
　
計

1,
62
5,
00
0 
1,
87
5,
00
0 

車
両
整
備
費
1,
62
5,
00
0 

物
件
費

1,
87
5,
00
0 



（
別
紙
　
３
）

（
注
1
1
）

（
単
位
：
円
）

物
件
の
区
分

品
　
　
名

メ
ー
カ
ー
名
数
　
　
量
金
　
　
額

取
得
年
月
日

所
在
場
所

型
　
　
式
○
○
－
○
○
○
○

車
台
番
号
○
○
○
○
○
○
○
○
○

登
録
番
号
○
○
　
○
○
○
△
○
○
○
○

(注
1
1
）
 １
．
 金
額
欄
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
を
含
む
物
件
の
購
入
価
格
（
＝
「
補
助
事
業
収
支
決
算
報
告
書
」
の
支
出
額
合
計
）
を
記
入
す
る
こ
と
。

 ２
．
 取
得
年
月
日
の
欄
に
は
、
検
収
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
。

 ３
．
 購
入
先
欄
に
は
、
購
入
業
者
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

 ４
．
 型
式
等
の
欄
の
事
項
は
、
自
動
車
検
査
証
の
内
容
を
記
入
す
る
こ
と
。

 ５
．
 所
在
場
所
の
欄
に
は
、
車
両
の
保
管
場
所
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。

埼
玉
県
○
○
市
○
○
１
丁
目
１

－
１
（福
）○
○
○
福
祉
会

　
○
○
○
苑
　
駐
車
場

福
祉
車
両
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
１
台
3,
50
0,
00
0 
 
平
成
１
7年
○
月
○
日
埼
玉
○
○
○
○
自
動
車

販
売
株
式
会
社

購
入
先

平
成
１
７
年
度

補
助
事
業
取
得
物
件
報
告
書

○
○
○
○
○
○
○
○
の
車
両
整
備

型
式
等
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（
別
添
）

（
注
1
2
）

 各
添
付
書
類
は
、
次
の
要
領
で
添
付
す
る
こ
と
。

番
号

確
認

添
付
し
た
書
類
に
は
、
確
認
欄
に
○
印
を
付
け
、
番
号
順
に
綴
る
こ
と
。

1
預
金
口
座
振
替
に
よ
る
振
込
受
付
書
（
銀
行
、
信
用
金
庫
等
が
発
行
し
た
も
の
）

○
な
お
、
一
部
の
書
類
が
完
了
報
告
書
提
出
期
限
ま
で
に
整
わ
な
い
場
合
は
、
提
出

2
自
動
車
検
査
証

○
で
き
な
い
理
由
及
び
、
提
出
予
定
期
日
を
記
入
し
て
、
そ
れ
を
除
い
て
提
出
す
る
こ
と
。

3
事
業
成
果
の
公
表

（
事
業
成
果
の
公
表
を
裏
付
け
る
書
類
等
）

○
１
．
 預
金
口
座
振
替
に
よ
る
振
込
受
付
書

補
助
金
を
用
い
て
購
入
業
者
に
支
払
っ
た
際
の
振
込
受
付
書

な
お
、
本
会
宛
の
領
収
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
 自
動
車
検
査
証

「
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
」
欄
が
、
法
人
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

３
．
 事
業
成
果
の
公
表

事
業
成
果
の
公
表
を
行
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
。

（
補
助
金
交
付
申
請
時
に
記
載
し
た
内
容
ど
お
り
に
行
う
こ
と
）

例
 ～
 掲
載
新
聞
の
写
し
（
新
聞
名
、
日
付
の
分
か
る
も
の
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
）
、
要
覧
等
（
１
６
ぺ
ー
ジ
（
注
１
７
）
参
照
）

な
お
、
公
表
に
際
し
て
は
、

日
本
自
転
車
振
興
会
の
補
助
を
受
け
た
場
合
は
「
競
輪
」
の
補
助
金
で
、

日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
の
補
助
を
受
け
た
場
合
は
「
オ
ー
ト
レ
ー
ス
」
の

補
助
金
で
整
備
し
た
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。

書
　
　
　
類
　
　
　
名

添
 付
 書
 類
 （
写
）
 一
 覧
 表

(注
1
2
）
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⑰ △△ -

 １．事業の達成状況 （事前評価書で記載した本事業の目的が、どの程度達成できたかを記載する。）

【記載内容】

○事前評価書で掲げた事業の目的に対して、どの程度まで達成されたと判断されるかを記載する。

<記載例>

 ２．事業の内容

【記載内容】

○実際の事業実施内容（計画変更等で）と、事前評価書で記載した内容が異なった場合についてのみ記載する。

○実施できなかった事業があった場合は、その内容とできなかった理由を記載する。

<記載例>

  （スコアリングガイドに従い、各評価項目について自己評価点　[ １～５ ]　を記入する。）

　○各項目とも、当初の計画通りに順調に事業が実施できたと判断される場合の評価は、 ３　とする。

　○評価理由等　・評価点　１、２、５　を記入した場合は、その理由を具体的に記載する。

                 　     ・評価点　３　の場合は、理由の省略可

                 　     ・評価点　４　の「効果」、「成果の広報」は必ず理由を記載する。（その他はできるだけ記載）

                 　     ・評価点にかかわらず、特記事項がある場合は記載する。

（１） 目標達成度 　当初設定した目標・成果に対する達成度・状況を評価する。

[評価理由・特記事項]

【記載内容】

○評価理由を記載する際は、当初設定した目標・成果を記載したうえで、当該評価の理由を記載する。

<記載例>

（２） 効　　 果 　当初期待した効果がどの程度達成できたか評価する。

[評価理由・特記事項]

【記載内容】

○評価理由を記載する際は、当初設定した効果がどの程度実現したか具体的に記載する。

<記載例>

(福) ○○○福祉会

老人福祉施設の車両整備

 ３．事業の評価

（注）当該補助事業が複数の事業で構成されている場合は、「 ２. 事業の内容 」、「 ３. 事業の評価 」を各事
業項目毎に記載すること。

自己判定
評価

平成１７年８月に車椅子対応車両を配備できた。
配備後２カ月が経過し、利用者の順調に増加している。（延べ○○○人）
また、車椅子対応車両が３台となったことで、サービスエリアを拡大することができた。

なし

（実際の事業実施内容と、事前評価時の内容が異なった場合に記載する。実施できなかた事業があった場合
はその事業項目と理由も記載する。[同じ場合は記載不要]）

事後整理
番号 ○○○

平成１７年度補助事業　　事後評価書　【記載要領】

法  人  名

平成17年度

事業費総額

当初計画どおり、平成１７年８月に車両を整備することができた。
ほぼフル稼働の状態で、利用者も順調に増加している。

３台目の車椅子対応車両の配備で、車椅子の要介護者全員に対応することができるようになった。

補助事業事　業　名

△,△△△ 千円□,□□□ 千円 補助金額

自己判定
評価 3

3
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（３） 効 率 性 　事業をいかに効率的に実施することができたかを評価する。

[評価理由・特記事項]

【記載内容】

○評価にあたっては、他の手段との比較（もっと良い方法はなかったか）及び、費用対効果の面も考慮すること。

<記載例>

（４） 実施体制

[評価理由・特記事項]
<記載例>

（５） 成果の広報

[評価理由・特記事項]
<記載例>

（６） 総合自己判定評価

[評価理由・特記事項]
<記載例>

　○事業実施中に想定していなかった問題等が発生した場合に記載する。
　○事業完了後に残された課題があれば記載する。

<記載例>

 ４．実施した事業に対する総合自己評価判定

（注） 事業が複数の事業で構成されている場合のみ記入する。

[評価理由・特記事項]
<記載例>

 ５．自己評価の体制 （本事業の事業評価の主体[誰が]及び方法を記載する。）

<記載例>

（スコアリングガイドに従い、複数事業を総合した評価点　[ １～５ ]　を
記入する。）　標準となる評価点は「３」

予定通りの成果の公表が実施できた。（機関誌・ホームページ、地元新聞の告知に「競輪補助事業」であることを明記した。）
また、町の広報誌に車両導入の記事が掲載された。（「競輪補助事業」であることが言及された。）

自己判定
評価

３台目の車椅子対応車両の配備で、車椅子の要介護者の安全かつスムーズな送迎が実現できた。今後は利用者がより安心し
て利用ができるように、職員教育を徹底するとともに、より効率的な車両の運用を検討し、サービスエリアの更なる拡大を図りた
い。

3 　当初の事業目的に照らして、事業全体を総合的に評価する。（上記個別の評価項目の評価も勘案して評価する。）

（７）本事業における課題

当初期待していた目標は達成できた。その他の評価項目も概ね予定通りであった。

当初の計画は妥当（無理、無駄がない）であったか、事業実施の体制
（指揮命令系統を含む）が適切であったか、また事業の実施手順・方
法が妥当であったかを評価する。

自己判定
評価 3

競争入札を導入したことで、より安価に購入することができ、自己負担も少なくすることができた。

自己判定
評価

当初の予定通り、本会サービス検討委員会で導入車種を検討のうえ競争入札により業者を選定するなど、
効率的な事業が実施できた。

3
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本法人に外部有識者（行政関係者、学識経験者、福祉関係者）からなる評価委員会を設置し、事業評価
を行った。

自己判定評価
補助事業が複数の事業で構成されている場合のみ、複数の事業を総合した
評価を記載する。

自己判定
評価 3

当初予定した方法、範囲で本事業の成果の広報が行えたか、及び本
事業が競輪の補助で行われたものであることを如何に一般の方々に知
らせることができたかを評価する。



「
事
後
評
価
書
」
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
要
領
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
事
後
評
価
の
際
に
は
、
以
前
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
「
事
前
評
価
書
」
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
当
初
「
事
前
評
価
書
」
で
設
定
し
た
、
「
目
標
」
、
「
効
果
」
、
「
効
率
性
」
、
「
実
施
体
制
」
、
「
成
果
の
広
報
」
等
に
つ
い
て
、
達
成
状
況
等
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
．
評
価
点
に
つ
い
て

　
(1
) 
事
業
の
評
価
は
、
各
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
評
価
点
　
１
～
５
　
を
選
択
し
て
記
入
す
る
、
自
己
評
価
と
な
り
ま
す
。

　
(2
) 
「
目
標
」
、
「
効
果
」
、
「
効
率
性
」
等
の
状
況
が
ほ
ぼ
当
初
予
定
し
た
程
度
で
あ
っ
た
場
合
（
可
も
な
く
不
可
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
場
合
）
の
評
価
点
は
、
　
３
　
　
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
評
価
に
対
す
る
理
由
等
に
つ
い
て

　
(1
) 
評
価
点
が
　
１
、
２
、
５
　
の
場
合
は
必
ず
理
由
を
具
体
的
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
(2
) 
評
価
点
が
　
３
　
の
場
合
は
理
由
を
省
略
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
(3
) 
評
価
点
が
　
４
　
の
場
合
は
、
「
効
果
」
、
「
成
果
の
広
報
」
に
つ
い
て
は
必
ず
理
由
を
記
載
し
、
そ
の
他
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
記
入
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
(4
) 
評
価
点
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
記
事
項
が
あ
れ
ば
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
事
業
の
達
成
状
況

　
・
事
業
の
目
的
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
か
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
事
業
の
内
容

　
・
事
前
評
価
書
に
記
載
し
た
内
容
と
差
異
が
生
じ
た
場
合
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
（
実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
事
業
項
目
と
理
由
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

３
．
事
業
の
評
価

　
・
以
下
を
参
考
に
、
実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て
各
項
目
の
評
価
（
自
己
評
価
判
定
　
１
～
５
　
を
記
入
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

5
　
当
初
設
定
し
た
目
標
を
大
幅
に
上
回
る
と
と
も
に
、
良
好
な
派
生
的
効
果
が
あ
っ
た
。

4
　
当
初
設
定
し
た
目
標
を
上
回
っ
た
。

3
　
当
初
設
定
し
た
目
標
を
概
ね
達
成
で
き
た
。

2
　
当
初
設
定
し
た
目
標
を
下
回
っ
た
。

1
　
当
初
設
定
し
た
数
値
目
標
を
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
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 (
1
)目
標
達
成
度

「
事
後
評
価
書
」
　
記
載
要
領
（
ス
コ
ア
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
）

　
当
初
設
定
し
た
目
標
（
成
果
）
に
対
す
る
達
成
度
（
達
成
状
況
）
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
初
設
定
し
た
目
標
を
達
成
で
き
た
と
判
断
し
た
場
合
の
評
価
は
、
評
価
　
３
　
と
な
り
ま
す
。

　
評
価
５
の
場
合
は
、
派
生
的
効
果
を
具
体
的
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。



5
　
当
初
期
待
し
た
以
上
の
効
果
に
加
え
、
良
好
な
派
生
的
効
果
が
あ
っ
た
。

4
　
当
初
期
待
し
た
以
上
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。
又
は
、
当
初
期
待
し
た
効
果
に
加
え
、
良
好
な
派
生
的
効
果
が
あ
っ
た
。

3
　
当
初
期
待
し
た
と
お
り
の
効
果
が
概
ね
得
ら
れ
た
。

2
　
当
初
期
待
し
て
い
た
と
お
り
の
効
果
は
十
分
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

1
　
当
初
期
待
し
て
い
た
と
お
り
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

5
　
当
初
予
定
以
上
の
、
よ
り
質
の
高
い
事
業
を
、
当
初
計
画
の
事
業
費
を
大
幅
に
削
減
す
る
な
か
で
実
施
で
き
た
。

4
　
事
業
の
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
当
初
計
画
の
事
業
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
は
、
ほ
ぼ
当
初
予
算
内
で
、
当
初
予
定
以
上
の
、
よ
り
質
の
高
い
事
業
を
実
施
で
き
た
。

3
　
ほ
ぼ
当
初
予
算
内
で
、
効
率
的
に
当
初
予
定
の
事
業
を
実
施
で
き
た
。

2
　
ほ
ぼ
当
初
予
算
で
事
業
は
実
施
で
き
た
が
、
一
部
に
効
率
性
を
欠
い
た
面
が
あ
っ
た
。

1
　
効
率
的
な
事
業
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
大
幅
な
予
算
超
過
等
）

5
　
当
初
計
画
、
実
施
体
制
及
び
実
施
手
順
・
方
法
が
理
想
的
で
、
完
璧
に
近
い
形
で
事
業
が
実
施
で
き
た
。

4
　
当
初
計
画
、
実
施
体
制
又
は
実
施
手
順
・
方
法
が
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
で
、
予
定
以
上
に
順
調
に
事
業
が
実
施
で
き
た
。

3
　
当
初
計
画
が
妥
当
で
、
実
施
体
制
に
問
題
が
な
く
、
実
施
手
順
・
方
法
も
妥
当
で
あ
り
、
順
調
に
事
業
が
実
施
で
き
た
。

2
　
当
初
計
画
が
妥
当
で
、
実
施
体
制
に
問
題
が
な
く
、
実
施
手
順
・
方
法
も
妥
当
で
あ
っ
た
が
、
不
測
の
事
態
等
で
事
業
実
施
に
支
障
（
遅
れ
等
）
が
生
じ
た
。

1
　
当
初
計
画
又
は
実
施
体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
、
或
い
は
実
施
手
順
・
方
法
が
妥
当
で
な
か
っ
た
。
（
事
業
の
遅
延
等
が
生
じ
た
か
否
か
は
問
わ
な
い
）

5
　
当
初
予
定
し
た
方
法
・
範
囲
以
上
に
、
広
報
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
競
輪
の
補
助
事
業
で
あ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。

4
　
当
初
予
定
し
た
方
法
・
範
囲
以
上
に
、
広
報
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
（
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
競
輪
の
言
及
が
な
か
っ
た
場
合
を
含
む
）

3
　
当
初
予
定
し
た
方
法
・
範
囲
の
広
報
（
機
関
誌
、
新
聞
発
表
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
等
）
が
で
き
た
。

2
　
当
初
予
定
し
た
方
法
・
範
囲
の
広
報
の
一
部
が
行
え
ず
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。

1
　
当
初
予
定
し
た
方
法
・
範
囲
の
広
報
が
ま
っ
た
く
行
え
な
か
っ
た
。

 (
4
)実
施
体
制

 (
5
)成
果
の
広
報

　
補
助
事
業
の
成
果
及
び
こ
の
事
業
が
競
輪
の
補
助
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
如
何
に
一
般
の
方
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
か
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
初
予
定
し
た
広
報
方
法
・
範
囲
（
成
果
と
競
輪
補
助
事
業
で
あ
る
こ
と
を
明
示
：
機
関
誌
、
新
聞
発
表
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
等
）
の
み
の
場
合
は
評
価
　
３
　
と
な
り
ま
す
。
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 (
2
)期
待
し
た
効
果

　
当
初
の
計
画
は
妥
当
（
無
理
、
無
駄
が
な
い
）
で
あ
っ
た
か
、
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
（
指
揮
命
令
系
統
を
含
む
）
が
適
切
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
事
業
の
実
施
手
順
・
方
法
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
初
計
画
が
妥
当
で
、
事
業
の
実
施
体
制
に
問
題
が
な
く
、
実
施
手
順
・
方
法
も
妥
当
で
あ
っ
た
（
何
の
問
題
も
な
く
、
粛
々
と
事
業
が
進
め
ら
れ
た
）
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
評
価
は
、
評
価
　
３
　
と
な
り
ま
す
。

 (
3
)効
率
性

　
事
業
を
い
か
に
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ほ
ぼ
当
初
予
算
内
で
、
効
率
的
に
当
初
予
定
の
事
業
を
実
施
で
き
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
評
価
は
、
評
価
　
３
　
と
な
り
ま
す
。

　
当
初
期
待
し
た
効
果
が
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
か
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
初
期
待
し
た
と
お
り
の
効
果
が
概
ね
得
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
評
価
は
、
評
価
　
３
　
と
な
り
ま
す
。



5
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
評
価
項
目
で
も
優
良
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
又
、
他
分
野
等
へ
の
波
及
効
果
が
あ
っ
た
。

4
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
評
価
項
目
で
も
優
良
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

3
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
評
価
項
目
で
も
満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
。

2
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
個
別
の
評
価
項
目
で
若
干
不
満
が
残
っ
た
。

1
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

(7
)本
事
業
に
お
け

る
課
題

４
．
実
施
し
た
事
業
に
対
す
る
総
合
自
己
判
定

　
・
当
該
補
助
事
業
が
複
数
の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
以
下
の
ガ
イ
ド
を
参
考
に
、
複
数
の
事
業
を
総
合
し
た
評
価
（
自
己
評
価
判
定
　
１
～
５
　
を
記
入
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
事
業
の
評
価
全
体
で
も
満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
評
価
は
、
評
価
 　
３
　
と
な
り
ま
す
。

5
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
事
業
で
も
優
良
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
又
、
他
分
野
等
へ
の
波
及
効
果
が
あ
っ
た
。

4
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
事
業
で
も
優
良
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

3
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
事
業
で
も
満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
。

2
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
個
別
の
事
業
で
若
干
不
満
が
残
っ
た
。

1
　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

５
．
自
己
評
価
の
体
制

　
・
こ
の
評
価
を
誰
が
、
ど
の
様
に
し
て
行
っ
た
か
、
具
体
的
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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総
合
自
己
判
定

評
価

(6
)総
合
自
己
判
定

評
価

　
当
初
の
全
体
的
な
事
業
目
的
に
照
ら
し
て
、
補
助
事
業
全
体
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
個
別
の
事
業
の
評
価
も
勘
案
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
初
の
事
業
目
的
に
照
ら
し
て
、
事
業
全
体
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
上
記
個
別
の
評
価
項
目
の
評
価
も
勘
案
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
初
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
評
価
項
目
全
体
で
も
満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
評
価
は
、
評
価
　
３
　
と
な
り
ま
す
。

　
評
価
５
の
場
合
は
、
波
及
的
効
果
を
具
体
的
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
実
施
中
に
発
生
し
た
問
題
点
、
完
了
後
に
残
さ
れ
た
課
題
等
が
あ
れ
ば
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。



 



（
５
）
 法
人
名
称
・
法
人
住
所
・
法
人
代
表
者
の
変
更
届

 本
会

へ
届

け
出

た
法

人
名

称
、

法
人

住
所

、
法

人
代

表
者

等
を

変
更

し
た

と
き

は
、

補
助

事
業

実
施

中
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、
補
助
事
業
完
了
後
で
あ
っ
て
も
管
理
期
間
中

変
更
届

（
補
助
金
確
定
通
知
書
に
記
載
の
期
間
）
は

直
ち

に
届

け
出

る
こ

と
。

な
お

、
法

人
印

及
び

住
居

表
示

の
変

更
の

場
合

も
こ

の
変

更
届

を
提

出
す

る
こ

と
。

第
号

平
成

年
月

日

会
長

殿

〒
-

㊞

 変
更

の
あ

っ
た

内
容

に
つ

い
て

の
 新

 ・
 旧

 を
記

入
の

こ
と

。

（
）

 変
更

の
理

由
を

簡
明

に
記

入
す

る
こ

と
。

補
助

事
業

名
　

「
平

成
１

７
年

度
補

助
事

業
」

 １
．

 法
人

名
称

変
更

の
場

合

（
１

）
 法

人
登

記
簿

謄
本

（
原
本

）

（
２

）
 法

務
局

登
録

の
法

人
印

鑑
証

明
書

（
原
本

）

 ２
．

 法
人

住
所

変
更

の
場

合

法
人

登
記

簿
謄

本
（
原
本

）

記
（
住

居
表

示
変

更
の

場
合

は
、

変
更

に
係

る
官

公
署

の
証

明
書

）

 ３
．

 法
人

代
表

者
変

更
の

場
合

１
 ．

 変
更

の
内

容
新

（
１

）
 法

人
登

記
簿

謄
本

（
原
本

）

旧
（
２

）
 法

務
局

登
録

の
法

人
印

鑑
証

明
書

（
原
本

）

（
３

）
 代

表
者

の
経

歴
書

2
 ．

 変
更

の
理

由

3
 ．

 添
付

書
類

(1
)

(2
)

(3
)

　
法

人
印

鑑
証

明
書

を
下

記
の

と
お

り
変

更
し

ま
し

た
の

で
お

届
け

し
ま

す
。

代
表
者

住
所

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

ふ
り

が
な

　
　

　
　

　
○

○
○

ふ
く

し
か

い

名
称

（福
）○

○
○

福
祉

会

電
話

○
○

○

○
○

○
○

発

○
○

○
○

○
○

○
○
○ 法
人
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（
注
３
）

　
代

表
者

の
経

歴
書

　
　

山
田

　
太

郎

　
　

山
川

　
一

郎

代
表

者

任
期

満
了

に
よ

る
役

員
の

改
選

の
た

め

　
法

人
登

記
簿

謄
本

⑰
1
1
-

○
○

○
○

名
称

住
所

○
○

○
○

振
興

会

（
注
２
）

ふ
り

が
な

　
り

じ
ち

ょ
う

　
　

　
や

ま
　

  
だ

　
　

  
 た

　
ろ

う

代
表

者
名

理
事

長
　

　
山

　
田

　
　

太
　

郎（
注
１
）

（
注
３
）

（
注
４
）

（
注
４
）

上
記

補
助

事
業

の
法

人

名
称

住
所

○
○

○
○

○
○

○
の

車
両

整
備

（
注
１
）

（
注
２
）



 



（６） 追跡評価書　記載要領

整理
番号 ⑰ △△ -

 １．事業の目的 （事前評価書に記載した事業の目的を記載する。）

<記載例>

 ２．目的の達成状況 （上記目的に対し、どの程度まで達成されたと判断されるか記載する。）

<記載例>

 ３．事業の必要性 （事前評価書に記載した本事業の意義、重要性、必要性等を記載する。）

<記載例>

本法人は２台の車椅子対応送迎車両を稼動させているが、現状では需要に対応しきれず、一般車両で対
応せざるを得ず、車椅子の要介護者を乗車させる際に抱きかかえなけれならない。安全で、スムーズな移
送・送迎を行うため、車椅子対応車両（リフト式）の整備は急務である。

△,△△△ 千円□,□□□ 千円

○○○

補助事業事　業　名

補助金額

追跡

平成17年度

(福) ○○○福祉会

老人福祉施設の車両整備

平成１７年度補助事業　　追跡評価書　【記載要領】

法  人  名

平成１７年８月に車椅子対応車両を配備できた。
配備後１年４カ月が経過し、利用者の順調に増加している。（延べ平成１７年度○○○○人、平成１８年度
△△△△人）また、車椅子対応車両が３台となったことで、サービスエリアを拡大することができた。

事業費総額

本法人が運営する特別養護老人ホーム、デイサービスセンターには車椅子対応車両が２台あるものの、需
要に対応できず、一般車両を使用している状況である。そこで、入所者の移送や屋外活動、利用者の送迎
に使用するため、新たに車椅子対応車両（リフト式）を整備する。
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 ３．事業の内容

<記載例>

 ４．事業完了後に発生した効果 （事業完了後に発生したと考えられる事業の効果を記載する。）

※波及効果も含む。ただし、直接的関連性の説明できる範囲で記載する。

<記載例>
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本法人施設に下記福祉車両を整備し、入所者、利用者の安全な移送を行う。
施設名：○○○特別養護老人ホーム・△△デイサービスセンター
車両名：○○○○○○（メーカー名：△△△△）
種　別：車椅子対応車両（リフト式）

配備後１年４カ月が経過し、利用者の順調に増加している。（延べ平成１７年度○○○○人、平成１８年度
△△△△人）また、車椅子対応車両が３台となったことで、サービスエリアを拡大することができた。

（注）当該補助事業が複数の事業で構成されている場合は、「 ３. 事業の内容 」、「 ４．事業完了後に発生
した効果」を各事業項目毎に記載すること。

（事前評価書に記載した事業の内容を記載する。実際の事業実施内容と、事前評価時の内容が異なった場
合は、事後評価書に記載した内容を記載する。）



（
７
）
 補
助
事
業
取
得
物
件
の
管
理
に
関
す
る
誓
約
書

 提
出

期
限

　
～

　
「
補
助
金
確
定
通
知
書
」
を

受
理

し
た

日
か

ら
１

カ
月

以
内

に

提
出

す
る

こ
と

。

第
号

年
月

日

会
長

殿

〒
-

㊞

年
月

日
付

第
号

住
所

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

（福
）○

○
○

福
祉

会

れ
て

い
る

諸
事

項
を

遵
守

し
て

管
理

す
る

こ
と

を
誓

約
し

ま
す

。

に
よ

り
取

得
し

た

○
に

記
載

さ

「
平

成
１

７
年

度
○

○
○

○
○

○
○

○
○

の
車

両
整

備
　

物
件

に
つ

い
て

平
成

○
○

○
○
○

⑰
1
1
-

補
助
事
業
取
得
物
件
の
管
理
に
関
す
る
誓
約
書
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○

名
称

○
○

○

（
注
１
）

（
注
１
）

補
助

事
業

」

○
○

○

○
○

発
○

○
○

代
表

者
名

理
事

長
　

　
山

　
田

　
　

太
　

郎

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

振
興

会

○
平

成
○



 



（
８
）
 補
助
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
物
件
の
処
分
に
関
す
る
承
認
申
請
書

 １
．

 管
理

期
間

中
（
補

助
金

確
定

通
知

書
に

記
載

の
期

間
）
に

お
け

る
物
件
の
処
分
は

事
前
に
申
請
し
、

本
会

の
承

認
を

得
た

後
実

施
す

る
こ

と
。

 ２
．

 次
の

場
合

は
本

承
認

申
請

書
が

必
要

で
す

。

第
号

（
１

）
 譲
 渡
 ～
 法

人
解

散
、

法
人

分
離

等
に

よ
り

譲
渡

す
る

場
合

年
月

日
（
２

）
 担
 保

 ～
 他

か
ら

資
金

融
資

を
受

け
る

た
め

に
担

保
に

供
す

る
場

合

（
３

）
 改
 廃

 ～
 補

助
事

業
取

得
物

件
に

改
造

を
実

施
し

、
取

得
し

た
時

の
状

況
を

会
長

殿
変

え
る

場
合

及
び

使
用

す
る

こ
と

が
不

可
能

と
な

り
廃

棄
す

る
場

合

〒
-

㊞

記

１
 ．

 処
分

の
理

由
 処

分
す

る
理

由
を

具
体

的
に

記
入

す
る

こ
と

。

2
 ．

 処
分

を
希

望
す

る
物

件
の

名
称

、
型

式
及

び
数

量

別
紙

の
と

お
り処
分
に
関
す
る
承
認
申
請
書

下
記

の
と

お
り

承
認

を
申

請
し

ま
す

。

（
注
２
）

平
成

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

⑰
1
1
- 補
助
事
業
に
よ
り
取
得
し
た
物
件
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○
○

○

○
○
○

○
○

発

振
興

会

埼
玉

県
○

○
市

○
○

１
丁

目
１

－
１

住
所

○
○

○

名
称

（福
）○

○
○

福
祉

会

代
表

者
名

理
事

長
　

　
山

　
田

　
　

太
　

郎

「
平

成
１

７
年

度
○

○
○

○
○

○
○

○
○

の
車

両
整

備
　

に
よ

り
取

得
し

た
補

助
事

業
」

物
件

を
し

た
い

の
で

、
「

体
育

事
業

そ
の

他
の

公
益

の
増

進
を

目
的

と
す

る
事

業

の
補

助
を

行
な

う
た

め
の

業
務

方
法

に
関

す
る

規
程

」
第

2
3

条
３

項
の

規
定

に
基

き

（
注
１
）

（
注
１
）

（
注
２
）

○
○

○



3
 ．

 処
分

の
相

手
先

の
住

所
、

氏
名

 処
分

の
相

手
を

具
体

的
に

記
入

す
る

こ
と

。

（
改

廃
の

場
合

は
、

「
な

し
」
と

記
入

す
る

こ
と

）

4
 ．

 処
分

の
条

件
 処

分
の

条
件

を
具

体
的

に
記

入
す

る
こ

と
。

5
 ．

 添
付

書
類

 処
分

の
内

容
に

よ
っ

て
次

の
と

お
り

添
付

す
る

こ
と

。

 １
．

 譲
渡

の
場

合

（
１

）
 理

事
会

等
の

議
事

録
（
原
本
証
明

を
す

る
こ

と
）

（
２

）
 譲

渡
を

受
け

る
法

人
の

定
款

等

（
３

）
 　

　
　

　
　

　
〃

　
　

　
　

の
理

事
会

等
の

議
事

録
（
原
本
証
明

を
す

る
こ

と
）

（
４

）
 　

　
　

　
　

　
〃

　
　

　
　

の
登

記
簿

謄
本

（
原
本

）

（
５

）
 　

　
　

　
　

　
〃

　
　

　
　

の
印

鑑
証

明
書

（
原
本

）
　

　
（
法

務
局

登
録

）

（
６

）
 　

　
　

　
　

　
〃

　
　

　
　

の
代

表
者

の
経

歴
書

 ２
．

 担
保

の
場

合

（
１

）
 理

事
会

等
の

議
事

録
（
原
本
証
明

を
す

る
こ

と
）

（
２

）
 償

還
計

画

（
３

）
 償

還
財

源

 ３
．

 改
廃

の
場

合

（
１

）
 理

事
会

等
の

議
事

録
（
原
本
証
明

を
す

る
こ

と
）

（
２

）
 そ

の
他

必
要

と
思

わ
れ

る
も

の

（
5
）

（
６

）

（
4
）

（
注
３
）

（
注
４
）
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（
注
３
）

（
注
５
）

（
注
４
）

（
注
５
）

（
１

）

（
2
）

（
3
）



（
別
紙
）

（
単
位
：
円
）

物
件
の
区
分

品
　
　
名

メ
ー
カ
ー
名
数
　
　
量
金
　
　
額
取
得
年
月
日

所
在
場
所

型
　
　
式
○
○
－
○
○
○
○

車
台
番
号
○
○
○
○
○
○
○
○
○

登
録
番
号
○
○
　
○
○
○
△
○
○
○
○

購
入
先

型
式
等

処
分
を
希
望
す
る
物
件
名
（
平
成
１
７
年
度
○
○
○
○
○
○
○
の
車
両
整
備
補
助
事
業
）

- 50 -

埼
玉
県
○
○
市
○
○
１
丁
目
１
－

１ （福
）○
○
○
福
祉
会

　
○
○
○
苑
　
駐
車
場

福
祉
車
両
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
１
台
3,
50
0,
00
0 
 
平
成
１
７
年
○
月
○
日
埼
玉
○
○
○
○
自
動
車

販
売
株
式
会
社



 




